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Matsuyama, Taniyama, & Kobayashi, 2009; Dohsaka, 
































Paillard-Borg, & Winblad, 2004）．会話ロボットが人間
喜び 怒り 
- 24 -
堂坂浩二ら／秋田県立大学ウェブジャーナル B／ 2018, vol. 5, 24-31
秋田太郎ら/秋田県立大学ウェブジャーナル B/20XX, vol. X, 1-5. 
 

























真 （大武, 2009），イラスト （Jang, MacLean, & Heer，



















怒り，驚き，予期の 8 つのクラスに分類する． 
絵から感情を認識する認識器を機械学習により学
習するために，35 名の参加者から感情を表す一筆書




識器を構築した．SVM の実装には Weka の SMO 
（Platt, 1999）を使い，特徴量としては色の情報，
HOG 特徴量（Dalal & Triggs, 2005），輪郭線特徴量 
（堀・根本・伊藤, 1998） などを用いた．分類正解





















Aの発話 ロボットの応答 Bの応答 
線 円 破裂 重なり 
花 涙 ぎざぎざ その他 
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すような次の 8 つの形状クラスに集約された． 
 線: 閉ループを持たない直線や弧の形状 



























ており，色相は 0 度から 360 度の角度で表される．







図 4 判断理由を付与した感情判断文を生成する提案法の概略 
図 6 色と感情の関係の残差分析 
 
喜び 悲しみ 受容 嫌悪 恐れ 怒り 驚き 期待
色1 ▽ ▽ ▽ ▽ ▲ ▽
色2 ▲ ▽ ▲ ▽ ▽ ▽ ▲
色3 ▲ ▽ ▲ ▽ ▽ ▽ ▲
色4 ▲ ▽ ▽ ▽ ▽ ▲ ▲
色5 ▲




色10 ▽ ▲ ▽ ▽
色11 ▽ ▲ ▽ ▽
色12 ▽ ▲ ▽ ▲ ▽ ▽ ▽
色13 ▽ ▲ ▽ ▲ ▲ ▽ ▽ ▽
色14 ▽ ▽ ▽ ▲ ▲ ▽
色15 ▽ ▽ ▲ ▲ ▽ ▽
色16 ▽ ▲ ▲ ▽
色17
色18 ▲
色19 ▽ ▽ ▲ ▲ ▽
図 5 形状と感情の関係の残差分析 
喜び 悲しみ 受容 嫌悪 恐れ 怒り 驚き 期待
線 ▲ ▽
円 ▲ ▽ ▲ ▽ ▽
破裂 ▽ ▽ ▽ ▲ ▲
重なり ▽ ▲ ▲ ▲
花 ▲ ▽ ▽ ▽
涙 ▲
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- ▲    色が[色名] だから、   
▲ - 形が[形状名]     だから、   
▲ ▲ 形が[形状名] で、 色が[色名] だから、   
- ▽       なんだけど、 たぶん 
▽ - 形が[形状名]     なんだけど、 たぶん 
▽ ▽ 形が[形状名] で、 色が[色名] なんだけど、 もしかして 
▲ ▽ 色が[色名] なんだけど、 形が[形状名] だから、   






は有意に関係することが分かった （p < 0.05）．それ
ぞれの残差分析の結果を図 5 と 6 に示す．▲は該当
する組合せが有意に多いことを示し，▽は有意に少
ないことを示し，－はいずれでもないことを示す．







































図 8 感情判断文の生成例 
感情-形状 感情-色
- - もしかして
- ▲ 色が[色名] だから、
▲ - 、らかだ]名状形[が形
▲ ▲ 形が[形状名] で、 色が[色名] だから、
- ▽ なんだけど、たぶん
▽ - んぶた、どけだんな]名状形[が形
▽ ▽ 形が[形状名] で、 色が[色名] なんだけど、もしかして
▲ ▽ 色が[色名] なんだけど、形が[形状名] だから、










感情 喜び - - 
形状 円 ▲ 包容的 
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図 9 感情判断文の評価結果 
 
注 エラーバーは 95%信頼区間を示す 
色としてそれぞれ喜びと丸と色 3 が認識された．図
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Generating Reasoning for Emotional Judgment of Sketches for the Activation of 
Communication 
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The authors of this paper present a method of recognizing emotion from a one-stroke sketch and generating a sentence expressing an evaluation of 
the emotion that is expressed in the sketch along with the rationale for the judgment. This method is intended to be used to create a conversational 
robot that can activate human affective communication. By appending the reasoning for the judgment, the robot's utterances could further stimulate 
human communication. The authors have developed a sentence generator to produce a statement of emotional judgment along with the reasoning 
on the basis of the recognized emotion, shape, and color of a sketch. To enhance the relevance of generated sentences, the method utilizes the 
statistical relationship between the emotion and the shape or the color of a drawing, and the sample database of linguistic expressions for shape 
and color. The results of the experiment prove that the method could enhance the relevance of emotional assessment and could stimulate human 
communication.
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